
進
境
人

い
．
ぞ
れ
ぞ
れ
の
涯
際
貢
献

　
岡
山
空
港
内
に
あ
る
救
援

物
資
備
蓄
セ
ン
タ
ー
に
は
、

県
が
購
入
し
た
り
県
民
か
ら

寄
付
さ
れ
た
毛
布
や
土
の
う

袋
な
ど
救
援
物
資
８
品
目
的

１
万
点
が
並
ぶ
。
昨
年
５
月

の
中
国
・
四
川
大
地
震
で

は
、
石
井
正
弘
知
事
か
ら
公

設
国
際
貢
献
大
学
校
（
新
見

市
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

「
も
も
た
ろ
う
国
際
救
援
隊
」

に
物
資
が
引
き
渡
さ
れ
、
被

災
地
に
連
ば
れ
た
。

　
県
は
0
4
年
４
月
、
都
道
府

県
レ
ペ
ル
で
は
全
国
初
の
国

際
貢
献
活
動
推
進
条
例
を
制

定
し
た
。
石
井
知
事
が
著
作

の
中
で
、
「
国
際
貢
献
先
進

県
」
を
目
指
す
意
向
を
明
ら

か
に
し
た
の
を
発
端
に
0
2
年

７
月
、
明
石
康
・
元
国
連
事

務
次
長
を
会
長
と
す
る
「
岡

山
発
の
国
際
貢
献
を
考
え
る

会
」
を
設
置
。
翌
年
３
月
、

同
会
が
ま
と
め
た
報
告
書
を

基
に
、
国
際
課
の
職
員
３
人

を
中
心
に
条
例
原
案
作
り
に

取
り
組
ん
だ
。

　
制
定
当
時
、
国
際
課
長
だ

っ
た
農
林
水
産
部
次
長
の
藤

井
仲
さ
ん
（
5
2
）
は
「
全
国
初

ゆ
え
に
″
産
み
の
苦
し
み
″

も
あ
っ
た
。
ま
ず
、
国
際
貢

献
活
動
を
定
義
す
る
悩
み
か

ら
始
ま
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

義
務
や
罰
則
規
定
を
定
め
た

条
例
と
は
異
な
り
、
条
例
の

柱
は
期
待
や
理
念
だ
。
県
内

で
活
動
す
る
約
１
１
０
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
を
分
析
し
、
国
際
貢
献

－

活
動
を
、
技
術
支
援
▽
自
立

支
援
▽
国
際
救
援
▽
人
材
の

育
成
－
１
の
四
つ
に
定
義
し

た
。さ

ら
に
、

中国・四川大地震の被災地支援のため、ももたろう
国際救援隊に救援物資を渡す石井知事(左)＝県提供

秋
は
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
遣

が
問
題
に
な
っ
た
時
期
。
当

時
、
条
例
に
関
す
る
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
同
Ｈ
月
末

作
業
中
の
0
3
年
か
ら
Ｉ
カ
月
間
で
1
5
件
。
「
国

α）

　
前
文
と
９
１
一
条
で
構
成
す

る
。
前
文
に
は
「
県
、
市
町

村
、
県
民
、
事
業
者
及
び
国

際
貢
献
組
織
が
協
働
し
て
、

国
際
貢
献
活
動
を
先
進
的
か

つ
先
導
的
に
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
世
界
に
信
頼
さ
れ

際
協
力
」
で
は
な
く
「
国
際

貢
献
」
と
す
る
意
味
や
、
な

ぜ
条
例
な
の
か
を
問
う
意
見

が
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

　
1
2
月
県
議
会
の
一
般
質
問

で
は
、
自
衛
隊
派
遣
の
是
非

が
議
論
さ
れ
て
い
る
状
況
下

で
条
例
制
定
を
目
指
す
タ
イ

ミ
ン
グ
に
つ
い
て
問
わ
れ
、

石
井
知
事
が
「
３
月
か
ら
検

討
を
悲
め
て
お
り
、
具
体
的

な
義
務
を
課
す
る
も
の
で
な

く
機
運
を
醸
成
し
て
協
働
に

よ
っ
て
国
際
貢
献
活
動
を
推

カ１

心
る
国
際
貢
献
先
進
県
お
か
や

ま
を
実
現
す
る
こ
と
を
宣

言
」
と
あ
り
、
国
際
貢
献
活

動
の
定
義
や
県
の
責
務
、
市

町
村
や
県
民
の
役
割
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。

進
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
答

え
る
一
幕
も
あ
っ
た
。

　
条
例
は
今
春
で
施
行
か
ら

５
年
を
迎
え
る
。
0
6
年
秋
に

は
県
身
体
障
害
者
福
祉
連
合

会
な
ど
の
団
体
や
個
人
が
、

公
設
国
際
貢
献
大
学
校
を
通

じ
て
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
に
車

い
す
6
7
台
を
送
る
な
ど
、
条

例
が
目
指
し
た
団
体
同
士
の

連
携
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

松
尾
茂
樹
国
際
課
長
（
5
1
）
は

　
「
理
念
が
あ
る
の
で
支
え
に

な
っ
て
い
る
。
今
後
は
野
菜

や
果
樹
の
栽
培
指
導
な
ど
、

農
業
や
医
療
と
い
っ
た
岡
山

の
特
性
を
生
か
し
た
国
際
貢

献
を
進
め
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
　
　
　
　
　
【
楠
田
佳
代
】

　
　
　
　
　
　
　
日
‥
お
わ
り
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